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１．はじめに 

台形ＣＳＧダムは，ＣＳＧ（Cemented Sand and 

Gravel）材料の外部を保護コンクリートで覆った構造と

なっている（図-1）．ここで，ＣＳＧ部分の施工品質を

確保する為には，プラントでのＣＳＧ材製造から搬送，

敷均し，締固めまでの時間管理を確実に行う事が必要と

なる．そこで，施工効率を損ねる事なく各場所での時間

管理を確実に行う方法としてＣＳＧ材料トレースシス

テムを開発した． 

図-1 台形ＣＳＧダムの構造 

２．システム概要 

 本システムは，ＣＳＧ製造プラントで

車両にＣＳＧ材料を積込む時，バッチ情

報も同時にダンプに送信することで，材

料と情報を一体化して運び，ダンプが目

的地で荷降ろしする時にはＤＧＰＳで投

下場所を計測し，この位置情報とバッチ

情報を無線ＬＡＮで計測室に送信する方

法をとっている． 

これにより，場所毎に材料製造からの

経過時間を把握できるため，時間が超過

しない様に施工を行う事で，品質の確保

が可能になる（図-2）． 

図-2 トレースシステム概念図 

３．機器構成  

 図-3 のように，ＣＳＧ製造プラントにはバッチデータを

収集するＰＣ（パソコン）と近距離無線を配置し，材料運

搬車両には近距離無線，ＤＧＰＳ，車載ＰＣを搭載してい

る．車載ＰＣは，積込み・荷降ろしの確認入力と状況表示

を行う．また，荷降ろし場所で発信されたデータは無線Ｌ

ＡＮを通じて計測室の管理用ＰＣで収集・蓄積され，画面

に 50ｃｍのメッシュで経過時間を色別表示している． 

                                

        図-3 機器構成ブロック図 
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４.情報伝送方法 

情報の受け渡しに無線ＬＡＮ（メッシュネット）や近距離無線を採用する事で，プラントや施工場所での各々

の情報通信に適した通信範囲を確保している．近距離無線はプラント真下の車両のみを通信対象として絞り込

めるため，間違いなく積込んだ車両のみに情報を送る事ができる．また，堤体部など広いエリアでは，材料と

荷降ろし場所を関連付けるためＤＧＰＳ（ディファレンシャルＧＰＳ）により位置精度 50ｃｍを確保し，そ

の情報を無線ＬＡＮにて送信している．また，メッシュネットと呼ばれる無線ＬＡＮ方式を採用することで，

広いエリアや電波にとっての障害物（盛土や大型重機など）で見通し線が確保できない場所でも通信可能とし

た． 

 

５．性能検証実験 

 本システムの機能を検証するため，フィールド実験をおこなった．実験では，近距離無線によるプラントと

車両との通信範囲の検証，車載機器，無線ＬＡＮによる情報伝送機能の検証等を行い，目標仕様を満足する事

を確認した． 

 

６．現場への導入事例 

 図-4 に本システムのダム現場への導入事例を示す．このダムは，堤頂長 461.5ｍ・提高 39.0ｍ・堤体積 33.9

万㎥の台形 CSG ダムであり，2 基の CSG 材

料製造プラントからダンプ（重ダンプ含

む）で材料を堤体に運搬し，MC ブルドーザ

による敷均しと前後輪転圧ローラーおよ

び法肩締固め機械による締固めを行って

いる．複数の無線 LANアクセスポイントお

よびメッシュネットを用いることで堤体

部での情報収集をカバーしている．また，

情報の整理・蓄積では，複数箇所での施工

にも対応できるシステムとなっている． 

収集された情報は監視室にて整理・蓄積

し，転圧状況および材料製造からの経過時

間を 50ｃｍメッシュで画面表示すると共

に，ネットワークにて発注者事務所や JV

事務所でも確認できるようになっている． 

                             図-4 現場での導入状況 

７．まとめ 

 本開発により，CSG 材料の製造から現地での締固めまでの経過時間情報を荷降ろし場所毎に自動的に収集す

る事が可能になった．このシステムは CSG 材料以外にも応用可能であるため，今後は道路や造成など大規模な

土工を対象に発展させていく予定である． 
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